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資料の活用
第1学年

問題：次の度数分布表 ら60分以上90分未満の
階級の相対度数を求めなさい。
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資料の活用

ヒストグラムや度数分布表 ら相対度数を求めるこ ない。

目標 内容 ※太字 次ペー 詳細を掲載

・度数分布表
・ヒ トグラム
・相対度数
・資料 比べ方

・相対度数 意味 また 相対度数を求め 必要性
つい 理解す
・ヒ トグラムや度数分布表 相対度数を求め

相対度数 意味 理解 い いため
相対度数を求め い

相対度数？
12？

7？ 10？ 相対度数 く 階級値
階級 幅を答え しまう

問題：次のヒストグラム ら10分以上20分未満
の階級の相対度数を求めなさい。

度数 人階級 分

 2
以上  未満
  0～ 30

 7 30～ 60
12 60～ 90
 5 90～120
 3120～150
 1150～180
30合 計

閣資料の活用

閣確率

閣標本調査

学習内容 単元名

ヒストグラムや度数分布表 ら相対度数を求めるこ な
い。

起 う すべ 場合 数 求めたい 起 場合
数を 正確 数え上 い

標本調査を行い 母集団 性質を推測す い

つまず の実態

第1学年

第2学年

第3学年
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必要 資料を選択し、自分 判断した理由を説明す 活動
活動 らい▶・資料 表 意味 理解を深め 日常生活 活用 う

・上 事例 示し 情報 度数分布表 ヒストグラム 円グラフを提示
・ 学校 く勉強をし い いえ 答え 一通 い質問を
・自分 考えを説明 際 情報 そ いえ を必 入 う 指示

大 さの異 2つの資料を比較す 場合 うす ばよい を考え 活動
活動 らい▶・相対度数 必要性を感 こ う

単純 度数 け 比較 こ 疑問を 問題提示 仕方を
例 次 度数分布表 2つ 中学校 学習時間を調べ そ 結果を 0分以上～30分未
満 度数を A中学校 3人 B中学校 12人 いうこ B中学校 方 学習時間 短い人
多い いうこ し う

円グラフを見 90分以上
合計 B中学校 方 多い
B中学校 い

ヒストグラム B中学校 端 方
高い 勉強 人 い人 差 大
い A中学校 方 思う

期待さ 生徒の姿

期待さ 生徒の姿

・問題を解決 め 必
要 資料 情報を選択

う
・資料を用い 問題解決を
図 さ 気付く

大 さ 異 複数 資料 つ
い 比較 必要性を設定
こ 単純 比較 い
いう事 気付 相対度数を用
い 必要性を感 こ

度数 人
階級 分

B中学校A中学校

 12 3以上  未満
  0～ 30

 47 7 30～ 60
 2512 60～ 90
 15 5 90～120
 19 3120～150
 32 0150～180
15030合 計

こ 考え方 相
対度数 つ

単純 比べ
いい ？

全体 数 違う 割合を
求め い 比べ い

度数分布表を見 最頻値
A中学校 方 高い
A中学校 思う
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